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●特集 平成 27 年 11 月 14 日の薩摩半島西方沖の地震 
 

（１）概要 

2015 年 11 月 14 日 05 時 51 分に薩摩半島西方沖で M7.1 の地震（最大震度４）が発生した。この地

震は、発震機構（CMT 解）が北西－南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型で、陸のプレートの地殻内

で発生した。 

気象庁はこの地震に対し、地震検知から 54.6 秒後の 05 時 52 分 51.8 秒に緊急地震速報（警報）を

発表した。同日 05 時 56 分に種子島・屋久島地方、奄美群島・トカラ列島、鹿児島県西部の沿岸に津

波注意報を発表した（同日 07 時 20 分に解除）。この地震により、鹿児島県の中之島（海上保安庁）

で 30cm の津波を観測した。 

また、この地震の震央周辺では地震活動が活発となり、15 日 04 時 20 分に M5.9 の地震（最大震度

３）が発生するなど、最大震度１以上を観測する地震が 11 月 30 日までに 17※回発生した。 

 

 

（２）地震活動 

ア．最近の地震活動 

 今回の地震の震央付近（領域ａ）について、1997 年 10 月以降の活動を見ると、2004 年 12 月 14 日

に M5.3 の地震（最大震度３）が発生しているほか、M4.0 以上の地震が時々発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 震央分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年 11 月 30 日、

深さ０～30km、M≧2.8） 
2015 年 11 月の地震を濃く表示 

図中の発震機構は CMT 解 

図中の細線は水深 500m を示す 

図２－２ 領域ａ内のＭ－Ｔ図 
下の図は回数積算図を含む 

※14 日 05 時 51 分の M7.1 の地震を含む 

ａ 

今回の地震 

（2015 年 11 月１日～30 日）

屋久島

下甑島 

Ａ 

Ｂ 

図２－３ 領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影、 

2015 年 11 月１日～30 日） 
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イ．発震機構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．過去の地震活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1923 年１月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺（領域ｂ）では、1928 年６月３

日に M6.6 の地震（最大震度５）が発生してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－５ 震央分布図 

（1923 年１月１日～2015 年 11 月 30 日、 
深さ０～90km、M≧5.0） 

ｂ 

今回の地震 

図２－６ 領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

屋久島

海
溝
軸

屋久島

沖縄トラフ沿いの浅い地震は、発震機構（CMT 解）が北西－南東方向に張力軸を持つものが多い。

今回の地震活動で発生した地震の発震機構も、概ね北西－南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型であ

り、この地震活動は陸のプレートの地殻内で発生したと考えられる。 

海
溝
軸

奄美大島 

奄美大島 

下甑島 

 

水深  500m

 

水深1,000m

今回の地震 

下甑島

黒島 

図２－４ 発震機構（CMT 解）分布図 
（1997 年 10 月１日～2015 年 11 月 30 日、 

深さ０～60km、M≧4.0） 
シンボルから伸びる点線は張力軸の方位を示す。 

シンボルの色で断層の型を表している。 

橙：横ずれ断層型  紫：逆断層型 

緑：正断層型    灰：どの型にも分類されない



平成 27年 11 月 地震・火山月報（防災編） 

 - 52 - 気象庁作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）震度分布 

今回の地震により、佐賀県白石町、鹿児島県鹿児島市・いちき串木野市・南さつま市・屋久島町

（口永良部島）で震度４を観測したほか、近畿地方から九州地方にかけて震度３～１を観測した。

この地震の震度分布図を図３－１に示す。また、11月15日04時20分に発生したM5.9の地震（最大

震度３）の震度分布図を図３－２に示す。 

 

図３－１ 11 月 14 日 05 時 51 分に発生した M7.1 の地震（最大震度４）の震度分布図 

図３－２ 11 月 15 日 04 時 20 分に発生した M5.9 の地震（最大震度３）の震度分布図 

与那国島 西表島 

震央 

震央

口永良部島 

震央

震央 

屋久島 

口永良部島 

屋久島 

下甑島 

下甑島 
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（４）緊急地震速報の内容 

気象庁は今回の地震に対して、震度５弱以上を予測したときに発表する緊急地震速報（警報）を、口

永良部島（鹿児島県屋久島町）における最初の地震波の検知から 54.6 秒後の 05 時 52 分 51.8 秒に発表

した。 

 なお、緊急地震速報（予報）は計７報を発表した。 

 

表４－１ 発生した地震の概要（暫定値） 

地震発生日時 震央地名 北緯 東経 深さ Ｍ 最大震度

平成 27 年 11 月 14 日 

05 時 51 分 30.1 秒 

薩摩半島西方沖 30°56.5′ 128°35.4′ 17km 7.1 ４ 

 

表４－２ 緊急地震速報（予報及び警報）の詳細 

(緊急地震速報（警報）は背景が灰色の時に発表) 

地震波検知時刻 05 時 51 分 57.2 秒 

(口永良部島) 

提供時刻 

経過 

時間 

震源要素 予測震度 

震央地名 北緯 東経 深さ Ｍ 

第 1報 05 時 52 分 14.7 秒 17.5 薩摩半島西方沖 31.0 128.7 10km 7.2 ※1 

第 2報 05 時 52 分 23.9 秒 26.7 薩摩半島西方沖 30.9 128.6 10km 7.3 ※1 

第 3報 05 時 52 分 27.3 秒 30.1 薩摩半島西方沖 30.9 128.6 10km 7.3 ※1 

第 4報 05 時 52 分 32.9 秒 35.7 薩摩半島西方沖 30.9 128.7 10km 7.1 ※2 

第 5 報 05 時 52 分 51.8 秒 54.6 薩摩半島西方沖 30.9 128.7 10km 7.4 ※3 

第 6報 05 時 53 分 11.2 秒 74.0 薩摩半島西方沖 30.9 128.7 10km 7.4 ※3 

第 7報 05 時 53 分 27.0 秒 89.8 薩摩半島西方沖 30.9 128.7 10km 7.4 ※3 

※1 震度４程度 鹿児島県種子島、鹿児島県屋久島、鹿児島県十島村、鹿児島県甑島、鹿児島県

薩摩、長崎県五島、鹿児島県大隅、熊本県天草・芦北、長崎県南西部 

震度３から４程度 長崎県島原半島、宮崎県南部山沿い、熊本県熊本、福岡県筑後 

※2 震度４程度 鹿児島県種子島、鹿児島県屋久島、鹿児島県十島村、鹿児島県甑島、鹿児島県

薩摩、鹿児島県大隅 

震度３から４程度 長崎県五島、熊本県天草・芦北、長崎県南西部 

※3 震度４から５弱程度 鹿児島県種子島 

震度４程度 鹿児島県屋久島、鹿児島県薩摩、鹿児島県十島村、鹿児島県甑島、長崎県五島、

鹿児島県大隅、熊本県天草・芦北、長崎県南西部、長崎県島原半島、宮崎県南

部山沿い、熊本県熊本、福岡県筑後 

震度３から４程度 長崎県北部、佐賀県南部、宮崎県南部平野部、鹿児島県奄美北部、佐賀県北部、

熊本県阿蘇 
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図４－１ 警報第 1報発表から主要動到達までの時間及び警報発表対象地域の分布図 

 

 

※緊急地震速報（警報）は、予想した最大震度が５弱以上の場合に、震度４以上の揺れが予想される地域に

対して、強い揺れに警戒していただくよう発表します。 

 



平成 27年 11 月 地震・火山月報（防災編） 

 

 - 55 - 気象庁作成 

11月14日05時56分発表
の津波注意報 

津波注意報 

地震発生時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２ 中之島津波観測施設で観測した津波の津波波形と津波観測値 

（５）津波 

 気象庁は、今回の地震に対し、05時 56 分に種子島・屋久島地方、奄美群島・トカラ列島、鹿児島

県西部の沿岸に津波注意報を発表した（同日 07時 20 分に解除）ほか、高知県、有明・八代海、長

崎県西方、熊本県天草灘沿岸、宮崎県、鹿児島県東部、沖縄本島地方に若干の海面変動（20cm 未満）

を予想する津波予報を発表した。 

この地震により、鹿児島県（トカラ列島）の中之島（海上保安庁）で 30cm の津波を観測した。 

図５－１ 11 月 14 日 05 時 51 分の薩摩半島西方沖の地震による津波に対して発表した津波注意報 
（×印は津波注意報発表時の震央を示す） 

第一波の到達時刻 

最大の高さ発現時刻

※観測値は後日の精査により変更される場合がある 

※所属機関の観測波形データをもとに気象庁が検測した値 

 

＜津波の測り方の模式＞ 
津波の観測値の測り方を示す。第一波の向きは、下方向が「引

き」、上方向が「押し」となる（上の例の場合は「引き」となる）。

最大の高さ 

第一波の高さ 平常潮位

第一波の

到達時刻

最大の高さの

発現時刻 

第一波の向き

中之島 

25cm 

06:00 07:00 08:00

06 時 27 分 

押し ７cm 

06 時 45 分 

最大の高さ 30cm 

11/14 
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（６）長周期地震動 

ア．長周期地震動に関する観測情報(試行)  

この地震により、九州地方で長周期地震動階級１以上（表６－１参照）の長周期地震動が観測され、

気象庁は長周期地震動に関する観測情報(試行)を発表した（図６－１）。各地の観測結果は、鹿児島県薩

摩地方で最大の長周期地震動階級２、佐賀県南部地方と熊本県球磨地方で長周期地震動階級１であった。

長周期地震動階級１以上が観測された地域・地点とその階級を表６－２に示す。鹿児島県で長周期地震

動階級１以上を観測したのは、平成 25 年３月の観測情報（試行）発表開始以来初めてである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※長周期地震動階級に関する詳細は、

地震・火山月報（防災編）平成 26年 12

月号「付録 10．長周期地震動階級関連

解説表」を参照。 

  

図６－１ 長周期地震動階級１以上が観測され、長周期地震動に関する観測情報を発表した地域 

震央 
50km 

× 

長周期地震動階級２：鹿児島県薩摩 

      階級１：佐賀県南部 

熊本県球磨 

表６－１ 長周期地震動階級関連解説表 
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2015 年 11 月 14 日 05 時 51 分 薩摩半島西方沖 北緯 30 度 56.5 分 東経 128 度 35.4 分  深さ 17km  M7.1

都道府県 地域 地点 長周期地震動階級 

鹿児島県 鹿児島県薩摩 鹿児島市東郡元 ２ 

鹿児島県 鹿児島県薩摩 指宿市山川新生町 １ 

鹿児島県 鹿児島県薩摩 霧島市隼人町内山田 １ 

熊本県 熊本県球磨 人吉市西間下町 １ 

熊本県 熊本県球磨 多良木町多良木 １ 

佐賀県 佐賀県南部 佐賀市駅前中央 1 

 

イ．地震の特徴 

 この地震で最大の長周期地震動階級２を観測した鹿児島市東郡元では、２秒台の周期成分で階級２を、

３秒台でも階級１を観測している（図６－２参照）。また、長周期地震動階級１を観測した霧島市隼人

町内山田では１秒台、２秒台に加え、７秒台でも階級１を観測しているが、絶対速度応答スペクトルで

は周期５秒付近から長周期側で振幅が大きくなる傾向が見られる（図６－３参照）。これら以外の他の

多くの観測点でも長周期成分が卓越したが、これは震源が浅かったために表面波が強く励起されたこと

によると考えられる。このことは、表面波の影響を受けやすい気象庁マグニチュード(Mj7.1)がモーメ

ントマグニチュード(Mw6.7)より大きめに算出されたことからも推測される。 

  

 

 

 

表６－２ 長周期地震動階級１以上が観測された地域・地点 

図６－２ 鹿児島市東郡元で観測された地震波形・応答スペクトルと長周期地震動階級 
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図６－３ 霧島市隼人町内山田で観測された地震波形・応答スペクトルと長周期地震動階級 

図６－２、図６－３の説明 

上   観測点名，地域名称，地震波形の観測時間，観測点における震度，観測点における長周期地震動階級，観

測点における周期区分別の長周期地震動階級データの最大値．周期区分は，周期 1.6 秒～周期 1.8 秒を１秒

台，周期 2.0 秒～周期 2.8 秒を２秒台，周期 3.0 秒～周期 3.8 秒を３秒台，周期 4.0 秒～周期 4.8 秒を４秒

台，周期 5.0 秒～周期 5.8 秒を５秒台，周期 6.0 秒～周期 6.8 秒を６秒台，周期 7.0 秒～周期 7.8 秒を７秒

台と表示している．長周期地震動階級に関する詳細は，地震・火山月報（防災編）平成 26 年 12 月号「付録

５．長周期地震動階級関連解説表」を参照． 

中左 絶対速度応答スペクトルグラフ．横軸は周期（秒），縦軸は速度応答値（単位は cm/sec）で，NS（赤），EW

（緑），UD（青）の 3 成分について表示した．減衰定数 5％はビルの設計に一般的に用いられている値である．

下左 絶対加速度応答スペクトルグラフ．横軸は周期（秒），縦軸は加速度応答値（単位は cm/sec/sec）で，NS（赤），

EW（緑），UD（青）の 3 成分について表示した．減衰定数 5％はビルの設計に一般的に用いられている値であ

る． 

中右  加速度波形表示．成分は、上から南北成分（NS），東西成分（EW），上下成分（UD）である３成分とも同一

スケール． 

下右  速度波形表示．成分は、上から南北成分（NS），東西成分（EW），上下成分（UD）である３成分とも同一ス

ケール． 


